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－ 3 － 

＊本冊子における千葉県（千葉市を除く）・全国の平均正答率及び平均正答数は、公立学校に在籍する児童

生徒の数値である。 

 

２ 教科区分別調査結果  
＊数値は、千葉県（千葉市を除く）・全国ともに、公立学校の平均正答率（％）である。ただし、文

部科学省の発表に基づき、全国平均正答率は小数第 1 位まで、県平均正答率は小数点以下を四捨五

入した結果を示している。右の（ ）の数値は平均正答数である。  
   

小学校 千葉県 全国   中学校 千葉県 全国  
国語（14 問）  ６３（8.8） 63.8（8.9）  国語（10 問）  ７２（7.2） 72.8（7.3） 

算数（14 問）  ６５（9.2） 66.6（9.3）  数学（16 問）  ５７（9.2） 59.8（9.6） 

    英語（21 問）  ５５（11.6） 56.0（11.8） 

    英語「話すこと」（国公私）（5 問） 30.8（1.5） 

 
 

 
 
３ 平成２５年度からの本県の平均正答率（全国比）の推移 

＊全国（公立）を 100 として、千葉県（公立）の結果を相対的に表した数値をもとに記述した。  
＊平成３１年度は、Ａ問題とＢ問題を一体的に問う問題となり、Ａ問題、Ｂ問題に分けずに実施され

たため、線で結ばずに単独で表した。  
 
＜小学校＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜中学校＞ 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

※指数は、小数第１位までの平均正答率をもとに算出しているため、教科区分別調査結果を用いた値と 
一致しない場合がある。 
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１ 本年度の調査概要 及び 本県の課題 

 
 
 

            前回の課題          今年度の課題       詳細  

小学校国語 

◆書くこと 

◆短答式 

◆記述式 

◆話すこと・聞くこと 

◆記述式 
P 12～19 

小学校算数 

◆量と測定 

◆図形 

◆記述式 

◆数と計算 

◆短答式 

◆記述式 

P 28～35 

児童質問紙 

◆算数への関心等 

◆地域・社会への関心等 

◆学習習慣 

◆地域や社会に関わる活動の状況等 P 60 

小学校 

学校質問紙 

◆個に応じた指導 

◆算数科の指導方法 

◆学力向上に向けた取組・指導方法 

◆指導改善サイクルの確立 

◆全国学力・学習状況調査等の活用 P 81～82 

    

中学校国語 ◆記述式 
◆書くこと 

◆記述式 
P 20～27 

中学校数学 

◆数と式 

◆図形 

◆関数 

◆資料の活用 

◆記述式 

◆数と式 

◆関数 

◆資料の活用 

◆短答式 

◆記述式 

P 36～43 

中学校英語  

◆書くこと 

◆短答式 

◆記述式 

P 44～52 

生徒質問紙 

◆数学への関心等 

◆理科への関心等 

◆地域・社会への関心等 

◆学習習慣 

◆国語への関心等 

◆英語の授業における活動の状況 

◆地域や社会に関わる活動の状況等 

P 54 

P 58～59 

P 60 

中学校 

学校質問紙  

◆個に応じた指導 

◆数学科の指導方法 

◆学力向上に向けた取組・指導方法 

◆家庭学習 

◆指導改善サイクルの確立 

◆英語科の指導方法 

◆家庭学習 

◆全国学力・学習状況調査等の活用 

P 67 

P 70 

P 81～82 

 

各各 教教 科科 区区 分分 にに 共共 通通 すす るる 課課 題題   

 
記述式の正答率が低い 

平成３１年度全国学力・学習状況調査 
（１）調査実施日      平成３１年４月１８日（木）  
（２）本県の実施状況 公立小学校６７０校  公立中学校３２８校  合計９９８校  

（千葉市を除く。義務教育学校・特別支援学校を含む。）  
（３）調査内容    ア教科 小学校 国語、算数  
               中学校 国語、数学、英語（「聞くこと・読むこと・書くこと」 

及び「話すこと」）  
           イ児童生徒質問紙、学校質問紙   

－ 2 － － 3 －



－ 3 － 
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３ 平成２５年度からの本県の平均正答率（全国比）の推移 
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※指数は、小数第１位までの平均正答率をもとに算出しているため、教科区分別調査結果を用いた値と 
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- 5 - 

 

【中学校】 

  

 

 

 

 

 

 ① 学習指導要領の領域等、問題形式の状況 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 正答数の分布 

 

 

平均正答率は、全国に比べ 0.8 ポイント低い。領域別に見ると、全国を100とした時の指

数に比べ、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」が低く、昨年度よりそれぞれ1.0～

1.5ポイント低下した。問題形式別では、「選択式」「記述式」が低い。 

正答数の分布は、全国と比べＡ層の割合が低く、Ｄ層の割合が高くなっている。 

平均正答率（％） 

中学校 千葉県（公立） 全国（公立） 

国語 72 72.8 

 全体 98.9 

領 域 等 

話すこと・聞くこと 98.4 

書くこと 97.9 

読むこと 99.0 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 99.7 

問題形式 

選択式 99.0 

短答式 100.9 

記述式 97.5 
 
※全国を100とした時の指数で表している。 

 
平均 

正答数 
平均 

正答率 
中央値 

標準 
偏差 

千葉県 
（公立） 

7.2 問
／10問 

 72 % 8.0 2.4 

全 国 
（公立） 

7.3 問
／10問 72.8 % 8.0 2.4 

 
D 層 C 層 B 層 A 層 

0〜5 問 6〜7 問 8 問 9〜10 問 

千葉県 
（公立） 

22.9 % 23.3 % 16.6 % 37.2 % 

全 国 
（公立） 

21.4 % 23.1 % 17.1 % 38.4 % 

＊ ＊ ＊ ＊
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＊「Ａ～Ｄ層」について 

・各層は全国（公立）の生

徒を正答数の大きい順

に整列させ、人数比率に

より 25％刻みで４つの

層分けを行っている。上

位から１番目をＡ層、２

番目をＢ層、３番目をＣ

層、４番目をＤ層と呼称

する。正答数が同じ場合

は、上位の層に含むた

め、25％を大きく超える

場合がある。 

・千葉県（指定都市を除く）

の人数比率は、全国のＡ

～Ｄ層を基準に示して

ある。 

- 4 - 

 

４ 教科に関する調査 

（１）国語 

【小学校】 

  

 

 

 

 

 

 

 ① 学習指導要領の領域等、問題形式の状況 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 正答数の分布 

 

平均正答率は、全国に比べ 0.8 ポイント低い。領域別に見ると、全国を 100 とした時の

指数に比べ、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」が低い。「伝統的な言語文化と国語

の特質に関する事項」は昨年度より 2.8 ポイント上昇した。問題形式別では、「選択式」「記述

式」が低い状況であるが、「記述式」は昨年度より5.7ポイント上昇した。 

正答数の分布は、全国と比べＡ層の割合が低く、Ｄ層の割合が高くなっている。 

平均正答率（％） 

小学校 千葉県（公立） 全国（公立） 

国語 63 63.8 

 全体 98.7 

領 域 等 

話すこと・聞くこと 96.7 

書くこと 97.8 

読むこと 98.7 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 100.7 

問題形式 

選択式 98.0 

短答式 101.8 

記述式 96.7 

※全国を100とした時の指数で表している。 

＊「Ａ～Ｄ層」について 

・各層は全国（公立）の児

童を正答数の大きい順

に整列させ、人数比率に

より 25％刻みで４つの

層分けを行っている。上

位から１番目をＡ層、２

番目をＢ層、３番目をＣ

層、４番目をＤ層と呼称

する。正答数が同じ場合

は、上位の層に含むた

め、25％を大きく超える

場合がある。 

・千葉県（指定都市を除く）

の人数比率は、全国のＡ

～Ｄ層を基準に示して

ある。 
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千葉県 
（公立） 

7.2 問
／10問 

 72 % 8.0 2.4 

全 国 
（公立） 

7.3 問
／10問 72.8 % 8.0 2.4 

 
D 層 C 層 B 層 A 層 

0〜5 問 6〜7 問 8 問 9〜10 問 

千葉県 
（公立） 

22.9 % 23.3 % 16.6 % 37.2 % 

全 国 
（公立） 

21.4 % 23.1 % 17.1 % 38.4 % 

＊ ＊ ＊ ＊

88

94

100

106
全全体体

話話すすこことと・・

聞聞くくこことと

読読むむこことと

伝伝統統的的なな言言語語文文化化とと国国語語

のの特特質質にに関関すするる事事項項

選選択択式式

短短答答式式

記記述述式式

書書くくこことと 

0%

5%

10%

15%

20%

25%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問

千葉県（公立）

全国（公立）

横軸：正答数、縦軸：割合（％）

＊「Ａ～Ｄ層」について 

・各層は全国（公立）の生

徒を正答数の大きい順

に整列させ、人数比率に

より 25％刻みで４つの

層分けを行っている。上

位から１番目をＡ層、２

番目をＢ層、３番目をＣ

層、４番目をＤ層と呼称

する。正答数が同じ場合

は、上位の層に含むた

め、25％を大きく超える

場合がある。 

・千葉県（指定都市を除く）

の人数比率は、全国のＡ

～Ｄ層を基準に示して

ある。 
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４ 教科に関する調査 

（１）国語 

【小学校】 

  

 

 

 

 

 

 

 ① 学習指導要領の領域等、問題形式の状況 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 正答数の分布 

 

平均正答率は、全国に比べ 0.8 ポイント低い。領域別に見ると、全国を 100 とした時の

指数に比べ、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」が低い。「伝統的な言語文化と国語

の特質に関する事項」は昨年度より 2.8 ポイント上昇した。問題形式別では、「選択式」「記述

式」が低い状況であるが、「記述式」は昨年度より5.7ポイント上昇した。 

正答数の分布は、全国と比べＡ層の割合が低く、Ｄ層の割合が高くなっている。 

平均正答率（％） 

小学校 千葉県（公立） 全国（公立） 

国語 63 63.8 

 全体 98.7 

領 域 等 

話すこと・聞くこと 96.7 

書くこと 97.8 

読むこと 98.7 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 100.7 

問題形式 

選択式 98.0 

短答式 101.8 

記述式 96.7 

※全国を100とした時の指数で表している。 

＊「Ａ～Ｄ層」について 

・各層は全国（公立）の児

童を正答数の大きい順

に整列させ、人数比率に

より 25％刻みで４つの

層分けを行っている。上

位から１番目をＡ層、２

番目をＢ層、３番目をＣ

層、４番目をＤ層と呼称

する。正答数が同じ場合

は、上位の層に含むた

め、25％を大きく超える

場合がある。 

・千葉県（指定都市を除く）

の人数比率は、全国のＡ

～Ｄ層を基準に示して

ある。 

 
平均 

正答数 
平均 

正答率 
中央値 

標準 
偏差 

千葉県 
（公立） 

8.8 問

／14問 
 63 % 9.0 3.5 

全 国 
（公立） 

8.9 問

／14問 63.8 % 10.0 3.4 

 
D 層 C 層 B 層 A 層 

0〜6 問 7〜9 問 10～11 問 12〜14 問 

千葉県 
（公立） 

24.7 % 26.2 % 23.7 % 25.4 % 

全 国 
（公立） 

23.5 % 26.2 % 23.8 % 26.5 % 

＊ ＊ ＊ ＊

0%

5%

10%

15%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問

千葉県（公立）

全国（公立）

88

94

100

106 全全体体

話話すすこことと ・・

聞聞くくこことと

書書くくこことと

読読むむこことと

伝伝統統的的なな言言語語文文化化とと国国

語語のの特特質質にに関関すするる事事項項

選選択択式式

記記述述式式

短短答答式式

横軸：正答数、縦軸：割合（％）

－ 4 － － 5 －
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【中学校】 

  

 

 

 

 

 
 
 ① 学習指導要領の領域、問題形式の状況 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 正答数の分布 

平均正答率は、全国に比べ、2.8ポイント低い。領域別に見ると、全国を100とした時の指数

に比べ、全ての領域で全国より低く、「関数」「資料の活用」では、特に低い状況がみられる。問

題形式別では、「選択式」「短答式」「記述式」ともに全国より低い。「記述式」は6.8ポイント低

くなっている。正答数の分布は、全国と比べＡ層の割合が低く、Ｃ層・Ｄ層の割合が高くなってい

る。 

平均正答率（％） 

中学校 千葉県（公立） 全国（公立） 

数学 57 59.8 

 全体 95.3 

領  域 

数と式 96.9 

図形 98.3 

関数 92.6 

資料の活用 94.1 

問題形式 

選択式 97.7 

短答式 96.4 

記述式 93.2 

※全国を100とした時の指数で表している。 

 
平均 

正答数 
平均 

正答率 
中央値 

標準 
偏差 

千葉県 
（公立） 

9.2 問

／16問 
 57 % 10.0 4.2 

全 国 
（公立） 

9.6 問

／16問 
59.8 % 10.0 4.2 

 
D 層 C 層 B 層 A 層 

0〜5 問 6〜9 問 10～１2 問 13〜16 問 

千葉県 
（公立） 

22.8 % 25.8 % 24.6 % 26.8 % 

全 国 
（公立） 

20.6 % 24.3 % 24.6 % 30.6 % 

＊ ＊ ＊ ＊

88

94

100

106
全全体体

数数とと式式

図図形形

関関数数

資資料料のの活活用用

選選択択式式

短短答答式式

記記述述式式

0%

5%

10%

15%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 16問

千葉県（公立）

全国（公立）

横軸：正答数、縦軸：割合（％）

＊「Ａ～Ｄ層」について 

・各層は全国（公立）の生

徒を正答数の大きい順

に整列させ、人数比率に

より 25％刻みで４つの

層分けを行っている。上

位から１番目をＡ層、２

番目をＢ層、３番目をＣ

層、４番目をＤ層と呼称

する。正答数が同じ場合

は、上位の層に含むた

め、25％を大きく超える

場合がある。 

・千葉県（指定都市を除く）

の人数比率は、全国のＡ

～Ｄ層を基準に示して

ある。 
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（２）算数・数学 

【小学校】 

  

 

 

 

 

 

 ① 学習指導要領の領域、問題形式の状況 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 正答数の分布 

 

 

 

0%

5%

10%

15%

20%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問

千葉県（公立）

全国（公立）

平均正答率は、全国に比べ 1.6 ポイント低い。領域別に見ると、全国を 100 とした時

の指数に比べ、全ての領域で全国より低い。問題形式別では、「短答式」「記述式」が低い状況

であるが、昨年度より「選択式」は1.4ポイント、「記述式」は2.2ポイント上昇した。 

 正答数の分布は、全国と比べＡ層・Ｂ層の割合が低く、Ｃ層・Ｄ層の割合が高くなっている。 

平均正答率（％） 

小学校 千葉県（公立） 全国（公立） 

算数 65 66.6 

 全体 97.6 

領  域 

数と計算 97.2 

量と測定 98.7 

図形 99.1 

数量関係 98.1 

問題形式 

選択式 99.1 

短答式 97.4 

記述式 98.1 

※全国を100とした時の指数で表している。 

＊「Ａ～Ｄ層」について 

・各層は全国（公立）の児

童を正答数の大きい順

に整列させ、人数比率に

より 25％刻みで４つの

層分けを行っている。上

位から１番目をＡ層、２

番目をＢ層、３番目をＣ

層、４番目をＤ層と呼称

する。正答数が同じ場合

は、上位の層に含むた

め、25％を大きく超える

場合がある。 

・千葉県（指定都市を除く）

の人数比率は、全国のＡ

～Ｄ層を基準に示して

ある。 

 
平均 

正答数 
平均 

正答率 
中央値 

標準 
偏差 

千葉県 
（公立） 

9.2 問

／14問 
 65 % 10.0 3.2 

全 国 
（公立） 

9.3 問

／14問 
66.6 % 10.0 3.1 

 
D 層 C 層 B 層 A 層 

0〜6 問 7〜9 問 10～11 問 12〜14 問 

千葉県 
（公立） 

21.1 % 27.1 % 24.8 % 27.0 % 

全 国 
（公立） 

19.5 % 26.5 % 25.5 % 28.5 % 

＊ ＊ ＊ ＊

88

94

100

106
全全体体

数数とと計計算算

量量とと測測定定

図図形形

数数量量関関係係

選選択択式式

短短答答式式

記記述述式式

横軸：正答数、縦軸：割合（％）

－ 6 － － 7 －
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【中学校】 

  

 

 

 

 

 
 
 ① 学習指導要領の領域、問題形式の状況 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 正答数の分布 

平均正答率は、全国に比べ、2.8ポイント低い。領域別に見ると、全国を100とした時の指数

に比べ、全ての領域で全国より低く、「関数」「資料の活用」では、特に低い状況がみられる。問

題形式別では、「選択式」「短答式」「記述式」ともに全国より低い。「記述式」は6.8ポイント低

くなっている。正答数の分布は、全国と比べＡ層の割合が低く、Ｃ層・Ｄ層の割合が高くなってい

る。 

平均正答率（％） 

中学校 千葉県（公立） 全国（公立） 

数学 57 59.8 

 全体 95.3 

領  域 

数と式 96.9 

図形 98.3 

関数 92.6 

資料の活用 94.1 

問題形式 

選択式 97.7 

短答式 96.4 

記述式 93.2 

※全国を100とした時の指数で表している。 

 
平均 

正答数 
平均 

正答率 
中央値 

標準 
偏差 

千葉県 
（公立） 

9.2 問

／16問 
 57 % 10.0 4.2 

全 国 
（公立） 

9.6 問

／16問 
59.8 % 10.0 4.2 

 
D 層 C 層 B 層 A 層 

0〜5 問 6〜9 問 10～１2 問 13〜16 問 

千葉県 
（公立） 

22.8 % 25.8 % 24.6 % 26.8 % 

全 国 
（公立） 

20.6 % 24.3 % 24.6 % 30.6 % 

＊ ＊ ＊ ＊

88

94

100

106
全全体体

数数とと式式

図図形形

関関数数

資資料料のの活活用用

選選択択式式

短短答答式式

記記述述式式

0%

5%

10%

15%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 16問

千葉県（公立）

全国（公立）

横軸：正答数、縦軸：割合（％）

＊「Ａ～Ｄ層」について 

・各層は全国（公立）の生

徒を正答数の大きい順

に整列させ、人数比率に

より 25％刻みで４つの

層分けを行っている。上

位から１番目をＡ層、２

番目をＢ層、３番目をＣ

層、４番目をＤ層と呼称

する。正答数が同じ場合

は、上位の層に含むた

め、25％を大きく超える

場合がある。 

・千葉県（指定都市を除く）

の人数比率は、全国のＡ

～Ｄ層を基準に示して

ある。 
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（２）算数・数学 

【小学校】 

  

 

 

 

 

 

 ① 学習指導要領の領域、問題形式の状況 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 正答数の分布 

 

 

 

0%

5%

10%

15%

20%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問

千葉県（公立）

全国（公立）

平均正答率は、全国に比べ 1.6 ポイント低い。領域別に見ると、全国を 100 とした時

の指数に比べ、全ての領域で全国より低い。問題形式別では、「短答式」「記述式」が低い状況

であるが、昨年度より「選択式」は1.4ポイント、「記述式」は2.2ポイント上昇した。 

 正答数の分布は、全国と比べＡ層・Ｂ層の割合が低く、Ｃ層・Ｄ層の割合が高くなっている。 

平均正答率（％） 

小学校 千葉県（公立） 全国（公立） 

算数 65 66.6 

 全体 97.6 

領  域 

数と計算 97.2 

量と測定 98.7 

図形 99.1 

数量関係 98.1 

問題形式 

選択式 99.1 

短答式 97.4 

記述式 98.1 

※全国を100とした時の指数で表している。 

＊「Ａ～Ｄ層」について 

・各層は全国（公立）の児

童を正答数の大きい順

に整列させ、人数比率に

より 25％刻みで４つの

層分けを行っている。上

位から１番目をＡ層、２

番目をＢ層、３番目をＣ

層、４番目をＤ層と呼称

する。正答数が同じ場合

は、上位の層に含むた

め、25％を大きく超える

場合がある。 

・千葉県（指定都市を除く）

の人数比率は、全国のＡ

～Ｄ層を基準に示して

ある。 

 
平均 

正答数 
平均 

正答率 
中央値 

標準 
偏差 

千葉県 
（公立） 

9.2 問

／14問 
 65 % 10.0 3.2 

全 国 
（公立） 

9.3 問

／14問 
66.6 % 10.0 3.1 

 
D 層 C 層 B 層 A 層 

0〜6 問 7〜9 問 10～11 問 12〜14 問 

千葉県 
（公立） 

21.1 % 27.1 % 24.8 % 27.0 % 

全 国 
（公立） 

19.5 % 26.5 % 25.5 % 28.5 % 

＊ ＊ ＊ ＊

88

94

100

106
全全体体

数数とと計計算算

量量とと測測定定

図図形形

数数量量関関係係

選選択択式式

短短答答式式

記記述述式式

横軸：正答数、縦軸：割合（％）

－ 6 － － 7 －



－ 9 － 

５ 質問紙調査の結果 

 

  
 

（１）児童生徒質問紙調査 
 
 
 
 

 

〈児童生徒質問紙調査と教科の結果〉 

                 【児童】               【生徒】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

     

領域名 対応する質問番号 成果と課題 

学 習 に 対 す

る興味・関心

等 

国語への関
心等 

児 37～40 

生 40～43 
◇「英語への関心等」は、全国に比べて

高い。 

◆「算数・数学への関心等」は、児童生

徒ともに全国に比べて低い。 

◆生徒の「国語への関心等」は、全国に

比べて低い。 

算数・数学
への関心等 

児 46～49 

生 49～52 

英語への関
心等 

生 54～57 

規範意識・ 

自己有用感 

規範意識  13、15、16 
◇児童生徒ともに「規範意識」は、全質

問項目において、肯定的回答の割合は

90％を超えている。 

◆生徒の「自己有用感」は、全国に比べ

て低い。 

自己有用感  5、6、8 

生活習慣・学習習慣 1～3、17 

◇「朝食を食べている」、「毎日同じ時刻

に起きている」児童生徒の割合は、90％

以上である。 

◆児童生徒ともに「生活習慣」・「学習習

慣」は、全国に比べて低い状況である。 

 

※チャート図は、千葉県の調査結果について、全国を母集団として標準化したものである。

内側の破線が全国平均を表している。  
※◇は成果を、◆は課題を示している。 

 全体的に、児童生徒ともに、肯定的回答の割合は全国に比べてやや低い状況である。 

領域別に見ると、生徒の「国語への関心等」、児童生徒の「算数・数学への関心等」

は、全国に比べて低い状況である。「英語への関心等」は、全国に比べて高い状況で

ある。 

また、「規範意識」、「生活習慣・学習習慣」では、肯定的回答をした児童生徒ほど

正答率が高い傾向が見られる。 
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（３）英語 

【中学校】 

  

 

 

 

 

 

 

 ① 学習指導要領の領域、問題形式の状況 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 正答数の分布 

本県の平均正答率は、全国に比べ1.0ポイント低い。領域別に見ると、全国を100とした時

の指数に比べ、「聞くこと」が0.7ポイント高く、「読むこと」は0.7ポイント、「書くこと」は

3.1ポイント低い状況である。問題形式別では、全国に比べ、「選択式」が0.4ポイント高く、

「短答式」は5.1ポイント、「記述式」は7.4ポイント低い状況である。 

正答数の分布は、全国と比べＡ層の割合が低く、Ｂ～Ｄ層の割合は全国とほぼ同じである。 

平均正答率（％） 

中学校 千葉県（公立） 全国（公立） 

英語 55 56.0 

 全体 98.2 

領  域 

聞くこと 100.7 

読むこと 99.3 

書くこと 96.9 

問題形式 

選択式 100.4 

短答式 94.9 

記述式 92.6 

※全国を100とした時の指数で表している。 

 
平均 

正答数 
平均 

正答率 
中央値 

標準 
偏差 

千葉県 
（公立） 

11.6 問

／21問 
 55 % 12.0 3.9 

全 国 
（公立） 

11.8 問

／21問 
56.0 % 12.0 3.9 

 
D 層 C 層 B 層 A 層 

0〜8 問 9〜11 問 12～14 問 15〜21 問 

千葉県 
（公立） 

22.1 % 25.2 % 27.4 % 25.3 % 

全 国 
（公立） 

21.6 % 24.8 % 27.0 % 26.6 % 

＊ ＊ ＊ ＊
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106
全全体体

聞聞くくこことと

読読むむこことと

書書くくこことと選選択択式式

短短答答式式

記記述述式式
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問
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19

問
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問

千葉県（公立）

全国（公立）

＊「Ａ～Ｄ層」について 

・各層は全国（公立）の生

徒を正答数の大きい順

に整列させ、人数比率に

より 25％刻みで４つの

層分けを行っている。上

位から１番目をＡ層、２

番目をＢ層、３番目をＣ

層、４番目をＤ層と呼称

する。正答数が同じ場合

は、上位の層に含むた

め、25％を大きく超える

場合がある。 

・千葉県（指定都市を除く）

の人数比率は、全国のＡ

～Ｄ層を基準に示して

ある。 

9
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問
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問
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問
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問
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問
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問
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問
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横軸：正答数、縦軸：割合（％）
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５ 質問紙調査の結果 

 

  
 

（１）児童生徒質問紙調査 
 
 
 
 

 

〈児童生徒質問紙調査と教科の結果〉 

                 【児童】               【生徒】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

     

領域名 対応する質問番号 成果と課題 

学 習 に 対 す

る興味・関心

等 

国語への関
心等 

児 37～40 

生 40～43 
◇「英語への関心等」は、全国に比べて

高い。 

◆「算数・数学への関心等」は、児童生

徒ともに全国に比べて低い。 

◆生徒の「国語への関心等」は、全国に

比べて低い。 

算数・数学
への関心等 

児 46～49 

生 49～52 

英語への関
心等 

生 54～57 

規範意識・ 

自己有用感 

規範意識  13、15、16 
◇児童生徒ともに「規範意識」は、全質

問項目において、肯定的回答の割合は

90％を超えている。 

◆生徒の「自己有用感」は、全国に比べ

て低い。 

自己有用感  5、6、8 

生活習慣・学習習慣 1～3、17 

◇「朝食を食べている」、「毎日同じ時刻

に起きている」児童生徒の割合は、90％

以上である。 

◆児童生徒ともに「生活習慣」・「学習習

慣」は、全国に比べて低い状況である。 

 

※チャート図は、千葉県の調査結果について、全国を母集団として標準化したものである。

内側の破線が全国平均を表している。  
※◇は成果を、◆は課題を示している。 

 全体的に、児童生徒ともに、肯定的回答の割合は全国に比べてやや低い状況である。 

領域別に見ると、生徒の「国語への関心等」、児童生徒の「算数・数学への関心等」

は、全国に比べて低い状況である。「英語への関心等」は、全国に比べて高い状況で

ある。 

また、「規範意識」、「生活習慣・学習習慣」では、肯定的回答をした児童生徒ほど

正答率が高い傾向が見られる。 
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（３）英語 

【中学校】 

  

 

 

 

 

 

 

 ① 学習指導要領の領域、問題形式の状況 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 正答数の分布 

本県の平均正答率は、全国に比べ1.0ポイント低い。領域別に見ると、全国を100とした時

の指数に比べ、「聞くこと」が0.7ポイント高く、「読むこと」は0.7ポイント、「書くこと」は

3.1ポイント低い状況である。問題形式別では、全国に比べ、「選択式」が0.4ポイント高く、

「短答式」は5.1ポイント、「記述式」は7.4ポイント低い状況である。 

正答数の分布は、全国と比べＡ層の割合が低く、Ｂ～Ｄ層の割合は全国とほぼ同じである。 

平均正答率（％） 

中学校 千葉県（公立） 全国（公立） 

英語 55 56.0 

 全体 98.2 

領  域 

聞くこと 100.7 

読むこと 99.3 

書くこと 96.9 

問題形式 

選択式 100.4 

短答式 94.9 

記述式 92.6 

※全国を100とした時の指数で表している。 

 
平均 

正答数 
平均 

正答率 
中央値 

標準 
偏差 

千葉県 
（公立） 

11.6 問

／21問 
 55 % 12.0 3.9 

全 国 
（公立） 

11.8 問

／21問 
56.0 % 12.0 3.9 

 
D 層 C 層 B 層 A 層 

0〜8 問 9〜11 問 12～14 問 15〜21 問 

千葉県 
（公立） 

22.1 % 25.2 % 27.4 % 25.3 % 

全 国 
（公立） 

21.6 % 24.8 % 27.0 % 26.6 % 

＊ ＊ ＊ ＊

88

94

100

106
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読読むむこことと

書書くくこことと選選択択式式

短短答答式式

記記述述式式
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問
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問
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問

21

問

千葉県（公立）

全国（公立）

＊「Ａ～Ｄ層」について 

・各層は全国（公立）の生

徒を正答数の大きい順

に整列させ、人数比率に

より 25％刻みで４つの

層分けを行っている。上

位から１番目をＡ層、２

番目をＢ層、３番目をＣ

層、４番目をＤ層と呼称

する。正答数が同じ場合

は、上位の層に含むた

め、25％を大きく超える

場合がある。 

・千葉県（指定都市を除く）

の人数比率は、全国のＡ

～Ｄ層を基準に示して

ある。 

9
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横軸：正答数、縦軸：割合（％）

－ 8 － － 9 －



－ 10 － 

（２）学校質問紙調査 

 

 

 

 
 

〈学校質問紙調査と教科の結果〉 

 【小学校】  【中学校】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

領域名 対応する質問番号 成果と課題 

教科指導  

国 語 科 の 指 導

方法 

小 39～44 

中 40～45 

◇国語の授業において、「様々な文章を読む習

慣を付ける授業を行った」小中学校の割合

は全国に比べて高い。 

◆算数・数学の授業において、「発展的な学習

の指導を行った」小学校の割合は全国に比べて

低い。 

◆英語の授業において、聞いたり読んだりし

たことについて、「生徒同士で英語で問答し

たり意見を述べ合ったりする」、「その内容

を英語で書いてまとめたり自分の考えを英

語で書いたりする」言語活動を行った中学

校の割合は、全国に比べて低い。 

算 数 ・ 数 学 科

の指導方法 

小 45～48 

中 46～49 

英 語 科 の 指 導

方法 
中 50～58 

授業改善・

生徒指導 

授業改善 
小 32、37、38 

中 33、37、38 

◇「課題の解決に向けて、自分で考え、自分

から取り組むことができている」割合は、

中学校は全国に比べて高い。 

◆小中学校とも「生徒指導」に関する項目は、

全国に比べて低い。 
生徒指導 

小 9、11～14 

中 9、11～14 

学校経営 

学校運営 
小 15～21 

中 15～21 

◇小中学校とも「講師を招聘した校内研修を

行っている」割合は、全国に比べて高い。 

◇「職場見学や職場体験活動を行っている」

小学校の割合は、全国に比べて著しく高い。 

◆「学校全体の言語活動の実施状況や課題に

ついて、全教職員の間で話し合ったり、検

討したりしている」割合は、小中学校とも

全国に比べて低い。 

教 職 員 の 資 質

能力の向上 

小 22～31 

中 23～32 

家 庭 や 地 域 と

の連携 

小 54～58 

中 68～72 

 

 全体的に、中学校の肯定的回答の割合は全国に比べて低い状況である。 

 領域別に見ると、「国語科の指導方法」「算数・数学科の指導方法」は、小学校は全

国に比べて低く、中学校は高い。「英語科の指導方法」は全国に比べて低い状況であ

る。「教職員の資質能力の向上」は小中学校とも全国に比べて高く、「家庭や地域との

連携」は、小学校が全国に比べて高く、取組に力を入れていることがうかがえる。 
 

 

 

Ⅱ 結果の詳細 
 
 
 １ 教科に関する調査 
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